
上記のエピソードが面白いと感じた保育者は次の日に、幼児異年齢
のサークルタイムで子ども達と共有すると、身近な色に注目して色
を伝えあったり、比べたりする姿がみられました。

「すごい！」「おもしろい！」など、一人ひとりの中に育まれている「科学する心」に丁寧に寄り添うに

は、園の全職員の心持ちを共有し、対話を重ねていくことが大切です。

東大沢保育園では、子ども達の様々な思いのサインを『たからもの』と捉え、子どもを取り巻く環境につ

いても柔軟に形を変えながら、その子その子の興味関心、個性を様々な「色」をテーマに、成長を支えて

いけるように取り組んでいます。

社会福祉法人遍照会 東大沢保育園（埼玉県）

≪エピソード①≫ 

保育者「R さん桃色の洋服に着替えたんだね」

R さん「桃色? これはピンクだよ!」

H さん「薄ピンクじゃない?」

ソニー幼児教育支援プログラム 幼児教育保育実践サイト
保育のヒント ～科学する心を育む～

園の実践事例紹介～「科学する心」を育てる～

≪エピソード②≫ 

R くん 「もうすぐ信号が変わるね」

M さん 「あっ青に変わった」

R くん 「黄色、赤、緑の順番だよ!

あっ間違えた!黄色、赤、青だね!」

おもしろい！

保育者のワクワク

色の違いを伝えあう 窓から見える信号が変わ
る様子を見る

信号

色の興味から探究へ

色はピンク？信号は緑？ ～身の回りの色への興味～ ４歳児



無断転載を禁ず。引用する場合は右記を必ず明記願います。 「 (C)公益財団法人 ソニー教育財団  ソニー幼児教育
支援プログラム幼児教育保育実践サイトhttps://www.sony-ef.or.jp/preschool/」

今回遊び空間の中に、色の辞典を入れることについては、子どもの想像
性を減退させてしまうのではないかと葛藤がありました。
しかし、話し合う中で「子ども自身が自ら調べながら、友達と比べたり、
意見を交換する対話が生まれたりするのではないか」「様々な色の存在
（似ている色の存在）を知ることで、色覚の違い（見え方の違い）につ
いても受容性が高まるのではないか」との意見が聞かれました。
「科学する心」が育つ背景にあると仮説を立てた「子どもの想像から導
き出されるもの」や「試行錯誤の中で発見していくもの」が辞典を使っ
て調べたり、比べたりする遊びの中で見えるのではないかと導入を決め
ました。 I くんの「僕たちの色辞典を作ろう!」という発言は、自分が
イメージした色が具体的に表現できる喜びを感じたことから始まったこ
とであり、豊かな感性や感覚が育ったと感じました。色を見つけた時の
「すごい!」や友達と一緒に面白がりながら遊ぶ中で、主体的に学んで
いく姿勢はまさに「科学する心」の育ちであると感じました。

保育者の読み取り ～葛藤と対話～

今回、園全体のテーマに「色」という意識を職員間で共有することで、子ども一人ひとりの個性、これ
までの経験、想像性の中にも様々な「色」があり、それぞれが唯一の素敵な色であると感じることがで
きました。それは、子どもだけに限らず、子ども達に関わる周りの大人も同じでした。

わたし達保育者は、一人ひとりの『たからもの』のような思いに寄り添い、環境を整えていきながら
「子ども・大人」と分け隔てることなく、共に「色とりどり」な自分らしさを発揮しながら、手を取り
合い、明日を目指していく心を通わせることが重要であると感じることができました。

取り組みを通して

色が塗り終わった画用紙を
壁に掲示する

色の深まりを感じ、子ども自身が使えるように色の辞典を用意すると、

自身が感じる色と同じ色を発見する喜びを表現する姿が見られました。

画用紙に丸を描き、色辞典を見ながら
同じ色を塗っていく

僕たちの色辞典を作ろうよ！ ～僕たちの色辞典づくり～ ５歳児 ７月

I くん

R くん

M さん

R くん

M さん

「先生!僕たちの色辞典を作ろうよ!」

「M ちゃん、色辞典のこのページちょっと持っていてくれる?」

「いいよ」

「青に何入れたら紺になるかなぁ?」

  （辞典の中で青のグループに紺色があった）

「ちょっと暗いから黒じゃない?」

（色辞典で紺色の近くの色を見ながら）

https://www.sony-ef.or.jp/preschool/
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